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進んで学習する 
校長 石川 鋭一郎 

 

 先日の文化祭では、参観者を限定しての開催でしたが、保護者をはじめ関係の皆様にご参観いただきまし

たこと、厚く御礼を申し上げます。本年度はコロナ禍で多くの行事が中止または延期となる中、文化祭を開

催し、全生徒が参加できたこと、大変うれしく思います。また、本校の伝統の重みに胸を熱くしました。 

 さて、表題の「進んで学習する」ですが、これは本校の三つある教育目標の中の一つです。開校当時から

大切にしているものですが、このことについて触れてみたいと思います。 

現代は、江戸時代のような数百年にわたり平和で安定した社会とは異なり、予測不可能な出来事が次々と

起こりうる世の中となっています。その一例として、新型コロナウイルス感染症の影響があげられます。 

現在、就職活動をしている高校生や大学生の中には、小さなころから

あこがれていた職業を目指し、努力してきた人も多いと思います。しか

し、その目指していた仕事の求人がなくなってしまうなど、１年前でさ

えも予測不可能だった事態に直面しています。夢を打ち砕かれた気持ち

を察するに余りあります。 

しかし、この状況を受け入れ、「世の中で求められているものが変わ

った」という意識をもち、新たな道を切り拓いていく人もいます。立派

だと思います。この逆境さえも自分の成長の糧とする姿は、これまでの

学習に対する姿勢によるものと思います。 

小・中学校時代から受身の姿勢で学ぶのではなく、世の中の動きと関

連させて、自分のこととして学んでいくなど、課題意識をもち「進んで

学習」することが求められています。 

これからの学校での授業は、このような学習指導が重要となります。

現在本校でも、学習課題を与えるときは、生徒自身が自分のこととして

とらえられるよう、各教科とも工夫して取り組んでいるところです。 

令和３年度、中学校の学習指導要領が改定され、「進んで学習する」をより促すようになります。予測困

難な社会をたくましく生き抜けるようにとの願いが込められています。本年もよろしくお願いいたします。 
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１１月２４日は「和食の日」。その日の給食も和食の日にちなんだ 

メニューが出ました。和食の基本は、昆布やかつお節を煮出した汁＝ 

「だし」のうま味を生かすことであり、給食でもだしを使った料理が 

たくさん提供されます。また、和食には季節の移ろいを感じることが 

できたり、「一汁三菜」で栄養バランスのよい献立をたてたりするこ 

とができます。日本の自然や歴史から生まれ、これまで受け継いでき 

た和食文化を大切にしていきたいですね。 
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１月の行事予定 

リレーコラム 
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～日よけ雨よけそして風よけ～  

 

西風に思う 

                           音楽科担当 宮下 憲一郎 

強い西風が吹くと新島にも冬がやってきます。連絡船にしきが欠航しないかドキドキする毎日です。 

私は新島中学校に赴任する前に、１年半ほど式根島で専業主夫をしていました。時間を自由にコーディネー

トでき、家族を支える主夫の仕事は楽しくもありましたが、慣れない立場・仕事に悪戦苦闘する日々でした。

そんな中、気分転換も兼ねて自転車で島を１周する事を日課にしていました。式根島はコンパクトなので３０

分もあれば島を一回りすることができます。四季折々の大自然に触れることができる素敵な時間でした。式根

島から見る新島の姿にも毎日圧倒されていました。 

そんな中、気が付いたことがあります。自転車が倒れそうなぐらい強い風が吹いていても、場所によって全

く風を感じさせない所があるのです。このことを島育ちの年配の方に話したところ「どんなに強い風が吹いて

いても、風が吹いていない場所は必ずありますよ。風が収まるまで、風が吹かない場所を探して待つことが大

切ですよ」と、言われました。大自然と共に暮らしてきた方の言葉には、とても重みがありました。 

 人生、山あり谷あり、チャンスの後にピンチあり、ピンチの後にチャンスありです。 

苦しい時も、風が吹いていない場所を探し、凪を待つ、強い西風が吹くと、そんなことを思います。 

 

            

２５日 （月） 全校朝礼 地区作品展（終） ふれあい週間（始） 

２７日（水）SC 来校日 

２８日（木）漢検 

２９日（金）ふれあい週間（終） 

３０日（土）授業公開 新入生説明会 総合発表会（１、2 年）     

       

 

１８日（月）生徒朝礼 3 年身体計測 

１９日（火）避難訓練 2 年身体計測 

２０日（水）１年身体計測 

２２日（金）地区作品展（始） SC 来校日 

      英検一次 

 

 

 

令和２年１１月７日、「第４４回新島中学校文化祭」が行われた。 

行事がことごとく中止・延期となる中で、無事に開催することができ、 

我々教員も本当に嬉しく思う。実行委員長の藤井晏さんは閉会式で、 

「どの学年も個性が光り、友達の様々な思いや考えを知れた素晴らしい行事。」 

と話してくれた。「４８人４８色の可能性」というスローガンにもあるように、 

自分色に輝いた文化祭で学んだことを、今後の学校生活にも生かしてほしい。 

最後に、ご来場いただきました地域・保護者の皆様、 

ありがとうございました。 文化祭担当 佐藤 寛之 
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